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これまでの活動

①歯科衛生士としての臨床

１）在宅患者の歯科ニーズを拾い出す

2）在宅患者の口腔状況の把握

3）食べられる口、快適な口にする

②地域の資源を把握し体制を作る

③医科と歯科を繋げる

④人材育成

⑤多職種との連携・協働

⑥歯科治療の必要性・口腔ケアについての啓蒙



医科診療所に歯科衛生士が
勤務することになった理由

口腔ケアが必要な在宅療養患者を歯科だけで
は拾えていない

往診が必要な方は

口腔ケアも必要なのでは…



口腔の問題に気付いていない、気づいていても放置して
いることがある、患者・家族に口腔の状態を伝えニーズを
拾う作業が必要

①歯科衛生士としての臨床

１）在宅患者の歯科ニーズを拾い出す

•医師の往診に同行し、口腔内アセスメントを行う

•アセスメント票の作成

•21項目によるスクリーニング実施（口臭、むせ、食欲、セ
ルフケア可否等）

平成26年9月8日現在まで 435名のアセスメントを実施



２）在宅患者の口腔状況の把握

セルフケア困難に陥っているものが多くいる

動かしていない、使っていないため食べられなくなって
いる口がたくさんある

①歯科衛生士としての臨床

歯科治療や継続した口腔ケアが必要
最期まで使う口、最期まで快適に整え人としての尊厳
を守る



①歯科衛生士としての臨床

３）食べられる口、快適な口にする

• 継続した口腔ケアを行う

• 緩和ケアとしての口腔ケアを行う

• 摂食嚥下リハビリテーションを行う

経口摂取の再開、発熱・肺炎発症の減少

発語の明瞭化、口腔周囲の機能改善等

食支援としてのケアを理解し、QOL向上を目標に

行う口腔ケアが必要



口腔内・口腔周囲マッサージ
口腔周囲の運動、食事・栄

養へのアドバイス



②地域の資源を把握・体制作り

• 訪問歯科医師の発掘

• 訪問歯科についてアンケートを作成し歯科
医師会へ依頼

（診療内容、摂食嚥下、継続ケア・終末期ケア、緊急対応等）

現在21件の歯科医院に患者を紹介

地域にどんな専門性を有する歯科医師がいるのか

わからなければ患者を紹介できない

患者と歯科医師のコーディネーター役が必要



地域の資源を把握する

訪問歯科診療についてのアンケート 訪問歯科医院マップ



③医科と歯科を繋げる

• 医師に口腔状態を伝えるためのアセスメント票作成

• 双方が上手く情報提供を行えるため

～情報提供書の作成（医科用、歯科用）

• 定期的な医科歯科情報共有の場を設ける（カンファレンス）

21件の歯科医院との連携

～135名について訪問歯科診療を依頼

（以前、診療所の患者の歯科介入は１７％程度であったが現在48％）

医師と歯科医師のコーディネーター役が必要



歯科への情報提供書使用しているアセスメント票



④人材育成

• 在宅訪問口腔ケアに興味のある歯科衛生士を集め、
訪問歯科衛生指導ができる歯科衛生士養成を試みた
（グループホーム、病院にて、在宅への前段階として疾
患を持つ方のケア、介護職との協働を学ぶ）

• 歯科衛生士勉強会を継続している

• 歯科医師の訪問アシスタント

9名から始まり、現在は17名での勉強会を行っている

地域の歯科医師とペアになり活動するもの

休職中歯科衛生士の掘り起こし、

訪問歯科衛生士育成研修の場が必要



⑤多職種との連携・協働
• 患者・家族

• 介護職、ケアマネージャー、OT、PT、ST

• 医師、看護師（訪問看護ST)

• 歯科医師～歯科衛生士とチームを組む必要あり

歯科介入していない患者（52％）の口腔管理

多職種連携で日常の口腔ケアが可能になる

一緒に成功体験すれば連携はうまくいく！？

連携・協働は継続した行動が必要～日々悩みな
がら模索中



⑥歯科の必要性・口腔ケアについての啓蒙

• 歯科医師に継続口腔ケア、歯科衛生士と協働する
意味を理解してもらう

• 歯科衛生士に在宅の状況、口腔ケアの必要性を
知ってもらう

• 多職種（医師、看護師、介護職等）に口腔への関
心を持ってもらう

• ケアマネージャーに歯科介入・口腔ケア継続の必
要性を理解してもらう

• 患者・家族に歯科治療・口腔ケアの重要性を理解
してもらう

今後も継続した活動が必要



今後の課題

○人材育成・確保

• 食支援として、口腔内だけでなく口腔機能、摂食
嚥下機能、栄養への対応できる人材が必要

○制度整備

• 医科診療所においての歯科衛生士の活動は摂食
機能療法、訪問看護補助者加算のみ

• 口腔ケアは居宅療養管理指導または訪問歯科衛
生指導を歯科医院から算定

医師との同行による口腔アセスメント、多職種と
同行しての指導等は必要であるが、保険算定には
至らない



適切な歯科介入は
不必要な入院や加療を減らす

食支援として
QOL向上を目指して


